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▲過去に作成された市営バス
　路線図、各種計画

QQ

Q

Q

　
　

新
し
い
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ

　
　

い
て

　

対
象
者
数
・
受
診
率
は
。
コ
ー
ル

　

リ
コ
ー
ル
ま
た
は
受
診
率
ア
ッ
プ

　

は

　

コ
ー
ル
リ
コ
ー
ル
は
、
毎
年
実
施

林
・
健
康
福
祉
部
長

　

新
し
い
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
導
入

　

の
考
え
は

　

細
胞
診
に
よ
る
単
独
の
検
診
で
は
、

採
取
も
検
査
も
人
の
手
で
行
う
た
め

見
落
と
し
も
わ
ず
か
に
あ
り
ま
す
。

細
胞
診
の
際
に
採
取
し
た
同
じ
細
胞

を
利
用
し
て
、
子
宮
頸
が
ん
の
原
因

で
あ
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
マ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
を
調
べ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
併
用

す
る
検
診
の
導
入
は
。

　

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、
調
査
・

　

研
究
し
ま
す

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
、
従
来
の
細
胞
診

よ
り
制
度
が
高
く
、
よ
り
効
果
的
な

も
の
で
、
海
外
、
国
内
に
お
い
て
も

有
効
性
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
研
究

し
ま
す
。

　
　

マ
イ
レ
ポ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

　

市
民
が
日
常
生
活
の
中
で
見
つ
け

た
問
題
箇
所
（
道
路
、
水
路
、
公
園
、

ご
み
、
公
共
施
設
）
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
、
市

の
担
当
課
に
知
ら
せ
る
事
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
、
市
民
協
働
で
進
め
、

安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
の
で
き
る

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
研
究
し
取
り
入
れ

て
は
。

　
　

研
究
し
ま
す

神
谷
・
総
務
部
長

　

行
政
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
の

課
題
や
問
題
点
を
把
握
し
、
対
応
の

透
明
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
問
題
を
迅
速
か
つ
的
確
に
吸
い

あ
げ
解
決
す
る
こ
の
様
な
シ
ス
テ
ム

を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

Q2 Q1A1A2

舩
渡
洋
子
議
員

Q

　
　

市
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

　

市
民
と
バ
ス
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー

　

ト
の
代
表
的
な
回
答
は

　

「
必
要
で
あ
る
」
が
78
％

神
谷
・
総
務
部
長

　

市
営
バ
ス
は
、
「
必
要
で
あ
る
」

ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要

で
あ
る
」
の
回
答
は
78
％
で
、
こ
の

５
年
間
で
18
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
で
は
、
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は

７
割
を
超
え
、
便
数
は
66
％
が
「
今

の
ま
ま
で
良
い
」
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し
、
今
後
の

　

あ
り
方
は

　

利
便
性
の
高
い
運
行
形
態
で

　

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
の
生
活
の

足
と
し
て
、
樽
見
鉄
道
へ
の
ア
ク
セ

ス
等
の
再
検
証
や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、

福
祉
有
償
タ
ク
シ
ー
の
運
行
併
用
等

利
便
性
の
高
い
運
行
形
態
を
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　

本
巣
市
老
人
福
祉
計
画
に
認
知
症

　

対
策
は

　

基
本
目
標
を
達
成

林
・
健
康
福
祉
部
長

　

施
策
の
方
向
性
と
し
て
、
①
認
知

症
に
関
す
る
理
解
の
促
進
②
認
知
症

高
齢
者
を
地
域
で
見
守
る
体
制
づ
く

り
③
認
知
症
高
齢
者
の
権
利
を
守
る

支
援
の
充
実
の
３
つ
の
柱
を
施
策
と

し
て
計
画
し
ま
す
。

　

も
と
す
広
域
連
合
介
護
事
業
計
画

　

と
の
整
合
性
は

　

 

整
合
性
を
図
り
作
成

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
、

「
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
」
「
地
域
支
援

推
進
員
の
設
置
」
「
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
設
置
」
な
ど
の
計
画
策
定
に

整
合
性
を
図
っ
て
作
成
し
ま
す
。

　
　

国
道
１
５
７
号
（
神
海
地
内
）

　
　

整
備
は

　
　

 

歩
道
等
の
整
備
を

大
熊
・
産
業
建
設
部
長

　

砂
利
プ
ラ
ン
ト
周
辺
の
道
路
改
良

を
優
先
的
に
測
量
・
設
計
業
務
を
実

施
し
河
川
側
に
歩
道
も
設
置
さ
れ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
県
に
対
し
て
区
間
全

体
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
要
望
し
ま

す
。　

A1A1

A2

Q1Q1 A2 Q2

Q2

髙
田
文
一
議
員

●一般質問●

A

平成25年度本巣市の年代別受診状況 ▲

コールリコールによる受診率の増加状況 ▲

受診対象者

8,324人

1,219人

1,265人

1,058人

1,632人

1,306人

986人

平成23年度

24年度

25年度

858人（20代）

（30代）

（40代）

（50代）

（60代）

（70代）

（80代以上）

3,026人

635人

753人

512人

589人

198人

19人

320人

36.4％

52.1％

59.5％

48.4％

36.1％

15.2％

1.9％

16.0％

17.9％

14.5％

37.3％

受診者 受診率

A
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◯×計画

◯◯
◯

都市
計画

Q

Q

Q Q

　
　

本
巣
市
第
２
次
総
合
計
画
に

　
　

向
け
て

　

Ｈ
27
年
度
は
本
巣
市
10
年
間
の
基

本
構
想
終
了
と
な
る
節
目
、
課
題
と

な
る
2
点
の
次
期
の
構
想
は
。

　

10
年
後
の
人
口
増
減
予
想
は

　

全
体
で
約
3
・
5
％
の
減
少
と
想

　

定

大
野
・
企
画
部
長

　

人
口
減
少
の
要
因
は

　

Ｈ
22
年
以
降
は
「
社
会
減
」

　

男
性
は
職
業
上
・
学
業
上
、
女
性

は
結
婚
等
に
よ
る
転
出
が
多
い
で
す
。

　

若
年
女
性
の
流
出
を
止
め
る
策
は

　

環
境
づ
く
り
が
重
要

　

20
〜
39
歳
女
性
人
口
は
31
・
3
％

の
減
、
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

通
勤
・
通
学
の
実
態
と
今
後
は

　

通
勤
者
7
％
、
通
学
者
は
33
％
が

　

公
共
交
通
を
利
用

神
谷
・
総
務
部
長

　

岐
阜
バ
ス
の
大
野
穂
積
線
、
樽
見

鉄
道
に
沿
線
市
町
で
補
助
金
を
支
出

し
経
営
安
定
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　

重
要
な
課
題
を
市
長
は

　
　

第
２
次
総
合
計
画
に
反
映
を

藤
原
・
市
長

　

「
公
共
交
通
」
は
、
市
バ
ス
の
利

便
性
の
向
上
と
、
近
隣
市
町
と
連
携

し
新
規
路
線
の
設
置
等
が
必
要
で
す
。

「
今
後
の
人
口
減
少
」
は
、
若
い
女

性
が
魅
力
を
感
じ
る
働
き
場
所
の
確

保
や
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整

備
な
ど
の
強
化
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

認
知
症
患
者
へ
の
対
応
は

　

早
期
の
診
断
・
治
療
で
進
行
が
遅

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

把
握
し
て
い
る
人
数
は

　

「
介
護
保
険
認
定
調
査
」
を
受
け

　

た
人
の
92
％
が
「
疑
い
」
と
推
測

林　

健
康
福
祉
部
長

　

市
の
支
援
策
は

　

見
守
り
活
動
や
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養

　

成
講
座
の
開
催
等
で

　

H
27
年
度
か
ら
は
「
ケ
ア
パ
ス
の

作
成
」
「
地
域
支
援
推
進
員
設
置
」

「
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
設
置
」
な

ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

Q1

Q1Q2

Q3 Q2Q4 A3A4 A2

A1A2

A1

若
原
敏
郎
議
員

Q

A

A

　
　

新
た
な
予
算
編
成
に
つ
い
て

　

新
年
度
予
算
編
成
の
方
針
は

　

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

藤
原
・
市
長

　

「
重
点
施
策
10
Ｋ
」
と
し
て
、
企

業
な
ど
産
業
活
動
支
援
、
観
光
対
策
、

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
対
策
、
危
機

管
理
、
環
境
対
策
、
教
育
の
振
興
、

協
働
の
推
進
、
過
疎
対
策
、
景
気
・

雇
用
対
策
の
施
策
を
整
理
・
点
検
し

拡
充
・
強
化
の
た
め
の
予
算
措
置
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
も
と
、
地
方
の
知
恵

　

く
ら
べ
に
勝
ち
抜
く
た
め
の
施
策

　

は

　

地
方
創
生
も
夢
で
は
な
い
か
も
、

　

国
の
本
気
度
に
期
待

　

国
の
支
援
を
得
て
、
地
域
の
課
題

に
自
由
な
発
想
で
取
り
組
め
る
の
で

あ
れ
ば
、
知
恵
と
工
夫
を
こ
ら
し
た

施
策
を
展
開
し
、
職
員
の
英
知
を
結

集
し
た
取
り
組
み
を
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
向
け
、

　

北
部
・
南
部
地
域
へ
の
市
施
は

　

効
率
の
良
い
行
政
運
営

　

北
部
地
域
は
定
住
に
つ
な
が
る
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

南
部
地
域
は
広
域
行
政
で
の
運
営

が
必
要
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に

わ
た
る
連
携
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
　

都
市
計
画
の
見
直
し
を

　

用
途
地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
な
い

白
地
地
域
の
田
園
居
住
地
区
で
は
、

原
則
、
原
動
機
を
使
う
作
業
所
の
床

面
積
は
１
５
０
㎡
以
下
の
制
限
が
あ

り
、
新
た
に
起
業
す
る
こ
と
は
困
難

な
状
況
で
す
。
見
直
し
が
必
要
で
は

　
　
市
民
の
意
向
を
確
認
し
つ
つ
、

　
　

今
後
見
直
し
を
検
討
し
ま
す

大
熊
・
産
業
建
設
部
長

藤
原
・
市
長

　

特
に
東
海
環
状
自
動
車
道
イ
ン
タ

ー
周
辺
や
主
要
幹
線
道
路
沿
い
を
中

心
と
し
た
都
市
計
画
の
見
直
し
を
進

め
ま
す
。
ま
た
そ
の
際
は
、
課
題
と

な
る
農
地
法
の
規
制
緩
和
も
あ
わ
せ

て
国
へ
働
き
か
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q1Q2Q3 A2A3 A1

大
西
德
三
郎
議
員

●一般質問●

。
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▲根尾地区の地域おこし
　協力隊員による活動風景

▲赤色灯付きの多目的トイレ

Q

Q

Q

Q

Q
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

　

24
年
度
に
根
尾
地
域
で
の
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
が
導
入
さ
れ
、
３

年
の
期
限
を
む
か
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
の
総
括
、
今
後
の
方
針
は

　

引
き
続
き
配
置
し
ま
す大

野
・
企
画
部
長

　

地
域
に
溶
け
込
ん
だ
活
動
等
、
一

定
の
成
果
が
あ
り
、
今
後
も
、
引
き

続
き
協
力
隊
を
配
置
し
ま
す
。

　

定
住
へ
の
具
体
的
支
援
を

　

終
了
後
の
隊
員
が
地
域
に
根
差
し
、

経
験
を
生
か
し
て
活
動
し
て
く
れ
る

よ
う
な
支
援
が
必
要
で
は
。

　

方
向
性
を
も
っ
て
支
援
し
ま
す

　
　

医
療
費
無
料
化
を
18
歳
ま
で
拡

　
　

大
を

　

子
育
て
支
援
の
い
っ
そ
う
の
拡
充

の
た
め
、
現
在
の
15
歳
ま
で
を
18
歳

ま
で
に
拡
大
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

は
。
県
内
で
９
自
治
体
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
　

子
育
て
支
援
策
の
中
で
検
討
し

　
　

た
い

片
岡
・
市
民
環
境
部
長

　

子
育
て
支
援
効
果
に
つ
な
が
る
と

期
待
さ
れ
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　

耐
震
改
修
促
進
に
つ
い
て

　

市
の
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
進
捗

　

状
況
は

　

住
宅
の
耐
震
化
率
は
71
％

大
熊
・
産
業
建
設
部
長

　

新
基
準
建
築
物
の
耐
震
診
断
補
助

　

も
対
象
と
す
る
よ
う
拡
大
し
て
は

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
の
旧
基

準
に
た
い
す
る
助
成
制
度
を
拡
充
し

て
は
。

　

検
討
・
研
究
し
ま
す

　

旧
基
準
を
優
先
し
ま
す
が
、
他
市

町
の
動
向
も
検
討
・
研
究
し
ま
す
。

　
　

入
札
参
加
資
格
停
止
に
つ
い
て

　

県
の
資
格
停
止
処
分
を
受
け
た
市

内
業
者
と
直
後
に
工
事
契
約
を
し
た

こ
と
に
、
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

要
綱
に
そ
っ
て
措
置
し
た
の
か

　

解
釈
は
県
基
準
を
準
用神

谷
・
総
務
部
長

　

11
月
に
要
綱
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

「
他
に
準
ず
る
」
と
の
規
定
は
な

　

く
、
対
応
に
不
備
が
あ
っ
た
と
考

　

え
る
が

　

議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
同

　

じ
考
え
で
す

Q1A1Q2

Q1Q1Q2 Q2

Q1

A2

A1A2A1A2

A1

鵜
飼
静
雄
議
員

Q

Q

　
　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

本
巣
市
は
交
通
事
故
加
害
者
率
が

高
く
、
交
通
安
全
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
巣
市
の
交
通
安
全
対
策
状
況
は

　

法
令
講
習
会
を
始
め
、
各
世
代
を

　

対
象
に
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す

神
谷
・
総
務
部
長

　

各
地
域
で
法
令
講
習
会
、
ま
た
子

ど
も
や
高
齢
者
を
対
象
に
安
全
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
各
関

係
機
関
と
連
携
し
、
交
通
事
故
防
止

に
努
め
ま
す
。

　

急
増
す
る
自
転
車
に
よ
る
交
通
事

　

故
対
策
は

　

正
し
い
知
識
と
技
術
の
習
得
を
市

　

民
に
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す

　

自
転
車
運
転
者
が
起
因
と
な
る
事

故
も
多
く
、
利
用
者
に
安
全
教
室
を

行
う
と
共
に
、
広
報
紙
・
販
売
店
等

を
通
じ
て
、
適
切
な
運
転
方
法
を
熟

知
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
ま
す
。

　
　

災
害
時
避
難
所
に
つ
い
て

　

本
巣
市
の
防
災
計
画
で
は
す
べ
て

の
避
難
所
に
救
援
物
資
・
食
料
が
備

蓄
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
の
施
設
以
外
の
施
設
も
避

難
所
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

備
蓄
の
な
い
避
難
所
へ
の
対
策
、

　

ま
た
、
外
部
施
設
へ
の
対
応
は

　

備
蓄
し
て
い
る
避
難
所
か
ら
各
避

　

難
所
に
配
布
し
ま
す神

谷
・
総
務
部
長

　

ま
ず
は
市
内
十
二
ヶ
所
の
小
中
学

校
に
救
援
物
資
・
食
料
を
備
蓄
し
、

災
害
時
に
は
そ
こ
か
ら
各
避
難
所
に

配
布
し
ま
す
。
ま
た
外
部
施
設
と
は

災
害
時
に
遅
滞
な
く
利
用
で
き
る
よ

う
覚
書
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
　

防
犯
対
策
に
つ
い
て

　

本
巣
市
が
一
体
と
な
っ
た
防
犯
体

　

制
は
出
来
て
い
ま
す
か

　

警
察
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

　

犯
罪
防
止
に
取
り
組
み
ま
す

神
谷
・
総
務
部
長

　

行
政
、
学
校
、
幼
児
園
、
警
察
な

ど
関
係
機
関
と
の
情
報
の
共
有
、
連

携
の
強
化
を
図
り
、
犯
罪
防
止
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

A2 Q2

Q1A1Q1A1

堀
部
好
秀
議
員
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▲真正中学校のグラウンドを上から見た写真

▲本庁舎南側にあるかがやきドーム

Q

Q

QQ

　
　
子
ど
も
議
会
の
開
催
に
向
け
た

　
　
取
り
組
み
は

　

他
市
で
は
、
教
育
の
一
貫
と
し
て
、

子
ど
も
議
会
が
夏
休
み
期
間
を
利
用

し
開
催
さ
れ
成
果
を
あ
げ
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
市
で
子
ど
も
議
会
開

催
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
は
ど

う
で
す
か
。

　
　
児
童
会
・
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
を

　
　
継
続
し
て
い
き
た
い白

木
・
教
育
長

　

市
で
は
、
新
た
に
子
ど
も
議
会
を

設
置
す
る
の
で
な
く
、
今
後
も
こ
れ

ま
で
の
取
組
み
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
公
共
施
設

整
備
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
か
が
や
き
ド
ー
ム
に
防
雨
ネ
ッ
ト

　
を
設
置
し
て
は

　
有
効
活
用
と
し
て
、
ま
た
風
雨
対

策
と
し
て
、
防
雨
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、

冬
場
等
の
利
活
用
の
向
上
を
図
っ
て

は
ど
う
で
す
か
。

　
カ
ー
テ
ン
式
の
簡
易
的
な
も
の
が
、

　
設
置
で
き
る
か
研
究
し
ま
す
　

岡
崎
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
運
動
場
等
の
利
活
用
と
し
て
、
有

　
効
的
な
ト
イ
レ
の
設
置
を
図
っ
て

　
は

　

 

計
画
的
に
整
備

　

再
整
備
や
増
設
が
必
要
な
箇
所
に

つ
い
て
は
、
防
災
対
応
や
高
齢
者
な

ど
弱
者
に
配
慮
し
た
施
設
を
計
画
的

に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

道
路
等
の
維
持
管
理
等
の
一
策

　
　
と
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を
委
嘱
し

　
　
て
は

　

多
面
的
に
維
持
管
理
の
向
上
を
図

る
た
め
、
県
で
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
を
委
嘱
し
維
持
管
理
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
も
サ
ポ
ー

タ
ー
を
委
嘱
し
た
取
組
み
を
行
っ
て

は
ど
う
で
す
か
。

　
　
試
行
的
に
実
施
し
た
い

大
熊
・
産
業
建
設
部
長

　

県
の
取
組
み
を
研
究
し
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

Q1

Q2A2

A1

江
崎
達
己
議
員

Q

　
　
真
正
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
の

　
　
雑
木
林
の
土
地
に
つ
い
て
　

　
真
正
中
学
校
の
生
徒
や
学
校
関
係

者
か
ら
、
「
な
ん
と
か
な
ら
な
い

か
」
と
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
雑
木
林

は
、
40
年
以
上
前
か
ら
現
在
に
い

た
っ
て
い
ま
す
。

　
契
約
等
に
基
づ
い
て
施
行
し
て
い

　
ま
す
か

　

雑
木
林
（
一
部
）
の
所
有
者
で
あ

る
Ａ
氏
と
市
と
の
間
に
、
土
地
交
換

に
係
わ
る
覚
書
（
昭
和
55
年
２
月
）

や
賃
貸
契
約
書
、
土
地
の
交
換
契
約

書
（
昭
和
56
年
９
月
）
が
存
在
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
書
類
に
従
っ

て
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
交
換
契
約
に
基
づ
い
て
実
施

神
谷
・
総
務
部
長

　
市
名
義
の
土
地
は
市
の
も
の
と
断

　
定
し
て
よ
い
か

　

市
有
地
と
認
識

　

真
正
町
か
ら
の
引
き
継
ぎ
も
問
題

な
し
と
な
っ
て
お
り
、
市
有
地
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
　
独
自
の
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、

　
　
処
分
・
加
工
等
の
施
設
建
設
は

　

本
巣
市
北
部
地
域
は
鹿
や
猪
の
被

害
が
拡
大
し
て
お
り
、
今
年
は
外
山

地
域
で
熊
の
出
没
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
猟
友
会
の
方
の
話
で
は
、

「
温
暖
化
の
影
響
で
、
猪
の
子
ウ
リ

ボ
ウ
も
寒
さ
で
死
ぬ
こ
と
が
減
り
、

鹿
の
お
産
も
年
二
度
す
る
も
の
も
出

て
き
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

　

近
年
で
は
鳥
獣
対
策
と
し
て
鹿
や

猪
の
肉
を
特
産
物
と
し
て
扱
う
自
治

体
や
企
業
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
対
策
の
一
端
と
し
て
、
鳥
獣

の
処
分
場
、
解
体
施
設
、
ハ
ム
・

ソ
ー
セ
ー
ジ
･
燻
製
な
ど
加
工
設
備
、

熟
成
室
、
冷
凍
施
設
、
ま
た
加
工
品

や
肉
を
販
売
す
る
市
独
自
の
販
売
店

な
ど
の
建
設
を
考
え
て
は
ど
う
で
す

か
。

　
　
諸
条
件
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば

藤
原
・
市
長

　

食
品
衛
生
法
や
製
造
法
、
販
売
の

要
件
が
策
定
さ
れ
れ
ば
、
適
切
な
規

模
の
施
設
に
市
と
し
て
支
援
・
協
力

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q1Q2 A1A2

鍔
本
規
之
議
員
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語りべ ボランティアとは

ミュージアムフォーラムで事例報告
　美濃加茂市で開催の「文化遺産と市民―その関わり
合いを考える2015」で、語りべボランティアが報告し
ました。

…１月３１日

ふるさと学習草刈ボランティアの成果！
リースづくり
　リースの土台は、１０月の船来山古墳群清掃ボランティア
で刈り取った葛、アセビのツルで作ったもの。７月に、当講座
で植えた古代米も穂首刈りで収穫を行い、刈り取った稲藁も
飾り付けました。

１１月２２日（土）

船来山５号墳測量調査 体験学習
　小中学生、保護者の受講生が、高校生のサポートのもと、
標高１１１．６ｍの等高線を測量し、測量図に書き込みました。

8月17日（日）

「船来山清掃ボランティア・古墳さがし・
クリスマスリース材料さがし」

１０月１１日（土）

市民の皆様より、表紙の写真を募集します。詳細については議会事務局までお問い合わせください。TEL0581-34-5027 12

２７年度の「ふるさと学習ロマンプロジェクト」受講生を募集しています。
詳しくは、本巣市ホームページまたは教育委員会社会教育課（323-7764）まで。

＊

＊ ＊

＊
◎鵜飼静雄　○髙田文一　髙橋勝美　臼井悦子　江崎達己議会だより編集特別委員会
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●市民の活動広場●

席田郡１３００年、ふるさとの歴史を感じてみませんか

　ことし２０１５年は、７１５年に席田君迩近(むしろだきみじこむ)と新羅人７４家が、本巣郡から分かれて席田郡を建てて１
３００年にあたります。この記念すべき年に、船来山古墳群を中心とした「語りべ」ボランティアの活動を紹介します。

　平成１９年に立ち上げられたボランティア組織です。船来山古墳群を拠点に、最近は根尾谷断層、山口城跡等、市内の
ほかの遺跡にも活動を広げ、本巣市の歴史をつなげるように活動を展開しています。
　「ふるさと学習ロマンプロジェクト」として、年間を通した活動をしています。

　当初から活動に参加している林一夫さん（７６）は、「自分も勉強しながら、この雄大な古墳のこと、船来山のことを知って
もらうことがうれしい。」とボランティアのやりがいを語っています。


